
〈研究紹介〉

ハレー琴星，月，そして惑星へ

宇宙科学研究所石井信明

本年 4 }jILl j·1 けでシステム研究系(軌道I'_'I

剖\1" 1 )の助教11になりました。昭和57 11'-に京大院

(航'全'-n 修I: I年として宇宙研(-IN己研究本)

こ米て以来.10年以上の蔵川が過ぎました その

l:j'(，研究所では. M-3S-II の開発やノ、レー咋 J!U~

fi:機(さきがけ.すいせい)の打ち j-.I f準備をし

ており.大γ・院の'I't.て'あ I) ながら，軌道，ihih] を

j1f1じて打ちf，--せて干に参加l し実際のミッショ/に

関与することができたのは大変幸いであったと思

っています。ただし. ~止 flJは何もかも新しし!日

『;fTーっとっても聞いたことがないものばかリで.

かなり当惑したことを '11:えています。

「さきがけ，すいせい」は II 本初の;-oJ: J1J 探作機

であったために.その軌道設計は.主に. J也foRn且

:h軌道役人H干の議持制御 JY 法とえl\!.，U:U航行 'I'の軌

道修正法にJ-t.I•
I
." が当てられました。限られたロケ

γ ト-t J ちトーげ能力の 'I' で~y: L ハレ --!'-p止に筏j[す

るよ 7 な軌i立を設a討するわけですが. -tJち卜げ軌

J直やモ-7の性能が子Ii:' と f'Yiかに食い巡ったため

にその後の軌道が大きくずれたのではあまリよい

軌道とはいえません。 J7 えられる誤差の中でほど

ほどに娘jli-する軌道というのが実際的な怠味を持

ちます。また.打ち 1--げ後.レーダデータによっ

て 2 段軌道が確定し . -(-Ii:'軌道とのずtLが判明し

た場介に 3. 4 段の点火時WIや-t J ち lIB し})I "I をど

のように変更1 ればよいか.さらに. 3. 4 段で

党少した誤差を:惑星 1111 航行 'I' いつ修正したらよい

か， ということは事前に卜分に訓べておかなけれ

ばなりません。このように，軌道設計の大 aドは誤
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差解析，すなわち.n ち上げの各段階で誤差が発

生した場合にその先例が起こるか.f定軌道から

のずれをどこでどれ位修正したらよいか，誤差の

;μ轡を最も小さくするにはどのような軌道をつな

ぎ介わせればよいか，とし、う作業に費やされます。

軌道工学を w門とする者にとって~此もlJliiの似

るいどころが1990年に打ち上げた「ひてん」の軌

道設計でした。 r ひてん」は月の重ブJ を利用した

スウィングノ〈イという技術によって軌道を変化さ

せます。スウイングパイはNASAのボイジャなど

で有名ですが r ひてんJ の場合このスウィング

ノ〈イを軌道の庁l大(加速)と減少(減速)の向方

に繰り返し使うことで天空を自在に飛び回るよう

な軌道を可能にしています。しかし軌道設計の

立場からみれば.非常に感度の高いスウィングパ

イを和II立も行うために，倣かな誤差が次ノz と拡大

され，一つの軌道を設計するだけでもかなり困難

な作業となります。それに加え，通信や熱設百!な

どからくる探査機姿勢， 日 l塗時間. I也上局からの

IIr視といったいろいろな fblJk!.)条件を満たさなけれ

ばならず. 2週間l のn ち上げウインドウを峨保し，
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「ひてん J 机道の基になった“太陽同期 2重月ス

ウインクパイ軌道"月スウインクパイを繰り返し

用い，勉球の公車 ~Iこ合わせ狐道輸(遠地点方向)

ガu手で 1 局するように制御することで，常に地

球の夜側(磁気圏尾部)を観測できる。

ゴンドラ!こ用り下げられた気球落下カプセル

打ち上げ時に誤差が生じた場合の軌道制御 hi去を

確立するために膨大な量の計算を行いました。非

常に多彩な軌道の j込小限の状態最をデータベース

化したり司誤差に応じて周期の呉なる桁 l斗軌道を

i選択，つなぎ合わせるなど本質的な部分のみを 1111

tl\することてー軌道設計作業を省力化 L. イμI が起こ

ってもこれでいけると舷信できたのは打ち上げを

目前にした頃だったと思います。

「ひてん J は当初の予定の"太陽同期 2IrIH ス

ウイングパイ軌道.. (図 l 参mo を j主成した後. I也

£j)U:! 音大気て Hのエアロブレーキ実験‘地球一月系

のラグランジェ点(重力平衡点)探索，月周囲を

行い，本年 4 )~ 11 日に H と衝突しその生涯を閉じ

ました。日本人の手によって作られた物が初めて

月面上に到達したのは実に記念すべき*で， 「ひ

てん」にふさわしい最後であったと思います。

五見在司次期!大明ロケット M-V の開発と平行して.

地球近傍の惑 E探査計画が検討されていますが，

!惑星大気中に探査プロープ(着陸機やローパなと)

を投入する場合に必要になるのが，超音 i生~fil まで

適切な減速を行うパランユ トンステムと苛自告な

熱空力環境から観 iflll 機総を{民議する耐熱防護ンス

テムです。これらは，これまでの傑査機システム

に新たに追加されるサブシステムで，当然，軽量
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かつ簡便で両信頼性が要求されます。しかし.実

際のンステムを設計するにはまだ.不雌定な要因

が多<. f也のサブシステム(iIfl Ii，.屯力.熱設計

など)との半;ljよなど解決すべき問題が数多く残っ

ています。

るように設計されたらのて1 減速を1-1 (I(J とするよ

りも機体の安定と次に絞〈メインパラシュートを

引き山すためのノマイロ y トパランユートとしての

i支出 l を持ちます。従って.余 f，j.: (万点 2) Ii 小耳~

で竹慌のように隙!l-Ilだらけの形状をしています。

8-520-16 号機 lこ箔蔵した再突入カプセル

再突入カプセル先鮒!こ取り付けた c-c 材

•

5-520ー 16号機による'た験は 1993年2!-1 に鹿児}:~j

,j-:'I+j::::I日|鋭 iill 同十て寸 I いました。マイク口減送'心尖

験 (METS) のサブベイロードとして II~ 突入力プ

セル(写J'-l 3)を設計し. METSによる観測終 f

f去の Ilj-突入フェーズでカプセルを分離.カプセル

本体でマッハ1. 7 まで減速したところで〆、ランユ

ートを民|消しました。このノ、ラシュート L31球実

験のものと同一設計で.起n~.:;卓則の小 J~I~ ~、ランユ

ートです。ン ケンスはすべて1正常に fiわれ.ラ

イザ~jUJ. 機体}JIIjjjI主. ~~勢変動. ，ォ:力!f九 iii し入

-l ll:などを， jl 訓!しました。また，カプセル先端には

超音速周に股富十した半球リボン耳障

j.\J;)'による'夫験は 1992 年 9 刈に三|控気球センタ

て寸 I いました。公I; Rによって高 J:!t 3 !k m( ニカプセル

(，勺以 I )を Hi. そこでカプセ Jレを切り離し.

ドI dJi品下させました。カプセ lレ分間 It から約 51 秒後

に孫下速度が 7 ッハ1. 3 になったところでパラシ

ュートを放同.展開させました。シーケンスはす

べてチ定iIflリ hわれ.間 l傘の様千は搭載カメラに

よってモニタされ地上に伝送されました。また.

加速度や機体圧力も正常に計測できました。この

パラシュートは超高述 1M III で比較的安定に開傘す

いきなり必 11 1. (大気)突入プロープを設計する

ことはできなくても.それを最終的な目般におい

て. とりあえず地 l二て'検言 II できるん法司 というこ

とで.気球や観測ロケ y トを使った"打ち込み実

験 を計画しました。その第 I It として，気球に

よる実験を R1 年秋に.観測 l ロケァト (5-520- 16 号

機)による実験を本年 2 月に行 L、ました。
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c-c材で作った耐熱情ifi物 P~J'i4 )を取り付け，

14突入時の温度上引を Jhilll しました。解析の詳細i

は日IJ の機会に譲りますが，気球実験.ロケソト実

験共にチ111以上の成*が得られたと思います。

さらに，次の段IWr として. S-520-18~7!.機( 1994

年l.!t -I J ち 1-. げ-f-定)では，耐熱材を f止って I4 突入

カプセノレを設， II し. u'il 体モ タによって下向きに

川Ii弘より厳しい熱雫力以墳を実現しようと巧え

ています。この笑験では.耐熱材料のIl， mとあわ

せて憐 i主体としてカプセノレが設計できるかという

ことが大きな実験目的になっています。イ b属との

J妾fT や分離など製造|の問題が明らかになると期

待しています。

ニれらの結果がすぐに尖際の惑塔探作機の減速

システムや耐熱システムのIl日発に結び付くわけず r.

はなく. 'Jミ飛繍環岐を悦挺してより J古門 ~i 1j:・耐熱試

験を~施したり.大気品 III 求の i主いを号店、するなど

まだ I也|でやるべき試験が多 q 銭されていますが.

このよっな実験をiIfJして伴られた経験や解析結米

は. WI] えば.現イ i 検 IH が進められている金原気球

計 I ，hi や火 J，\ローパ計 l叫に反映させるつもりです。

ひいては.エアロキャプチャ(推進剤の代わりに

大公社 t打L を1' IJ 附して ~3 .l 1~ 周囲軌道に投入する校体i)

のようなもっと過激なミ y ションの尖現にも結び

付けたいと思っています。(いしい のぷあき)

お知らせ東東南東京店店車店蹴東南東車車単車東東南東単車車店店￡翠 D

禽シンポジウム ー'

磁気圏・電離圏シンポジウム

LI 時平成 5年 6 月 8 I:I(刈 -10 日(村

場所 宇宙科学術究所本館 2 附会議場

宇宙利用シンポジウム

H 時 平成 5 年 7 月 l 日附- 2I:I~凶

場所 日本学術会議講堂(/、 4，木)

間合せ先乎'山.科学研究所研究協力;!Il~tloJ

利用係 0427(51)3911(内線 2234 .2235)

*教官人事異動

尭令年月日 氏名 異動事項 現(旧)取等

(n 佳)

5.11. 16 岐" (良太 弘前大争時苧師助教 r~JII. 研究糸助乎

間

(客員ill!門)

5.4. 1 絵本融緩 子市岡研究lUI股 れ IIi"bi.X....ti 理学部教
腔

" 常深 博 子Hi I制研究'"‘助教慢 大阪大学蝿学部助教

授

" 松本 ‘正 太陽系プラズマ研究 車問大学岨高層電波

系位授 術究センタ 融債

藤仲良一 太陽系プラズマ研究 t，，t;8!大学太陽地庫

系助教授 環峰研究所助粒授

H 大'0' 寛 思曜研究系教授 東北太学理'~師教授

" , til 良賞 感地研究系助教揖 蝿児品大学医織彼術

組制大学部助教授

" 向 Jt· iE 見8 ，[研究系教揖 神戸 A学理学部教授

" 山田 J}JJ:: 感 lit 研究 11 ，肋粒授 私自掛大小 5理学部助

教障

" 池内 f 共通J，I;蝿研究系教授 大阪大学理学部教授

H 加帳開 f R過J，I;睡研究系助教 核削合1'1'10研究所信究

j霊 企画情鰍セノタ 助世揖

量令年月日 民名 異動. I頁 現(旧)聴導

(客員舗門)

5.4. 1 1111 ・ (t, 共辿JI;蝿研究11，教授 JI[京大学粒葺宇部教

措

" 両川 II 共泊JI;蝿研究 II ，助教 東京 T. 阜大学生命理

問 工学部助教揖

" 山ド 1賓剛 共通JI;瞳研究系教授 れ Iti!量大学理~'t lmll

控

" Jt, 允 共通 iii陸研克糸酌粒 国立天文台'011，食)(文

授 F研究 II，、助敏段

" 間3晶 II{!'.人 システム側究系政控 お来的水 lei 大''1':.fll!.

F部教信

" 伊I崎行繁 ンステム研究系議師 三菱化成生命f1?研

{事)(助教授) 究所主任研究 11

" 小仲 w檀 'f: Hi俄湛研究11，、教授 五滋k学構造J:'~II，、

教授

W 村 L JE秀 寸ー山千株辿研究 11，11)]粒 z<波大学構造仁宇品

授 肋岨佼

" U:rl相lit 字Hi探査工学研究系 大阪大中』こ学削教段

教阻

" 機辺直行 宇宙限従 Vi-研究 11， 東京都立w10技術k

議師(脊 11助教問) 学工令部助教授

" 同，t .i晶Ii I$j足時朋工学研究*- 東車大学工学師教揖

教措

" 時木俊夫 楠蛙応刷工学術究系 東馬，.大学L....i'= 師酎属

助教慣 総合試験所同世綬

" 高木枠組 衛星応用工学研究系 東".大学生局iti，術研

担問 究所附属闘能エレタ

トロニクス研究セ μ

タ教授

J木克植 衛星応刷 c"r-町究11，‘ 大阪府立大乍1:";'部

講師(事)(助政授) 助粒綬

" 院本 徹 子市W~企画情鰍解 京師大学理学部数揖

析セ μ ター教授

" IjiJiJi 剛 字iliW~ 企画怖鰍桝 名古属大学理学部助

析セ ν タ一助教授 教授
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店会内すかJが見た M81銀河の超新星
町立笠 1 ~表紙写真:小谷太郎小賀坂康
t 事情H
てと己記J 志作成~

3}J30 仁I ，大熊座のjj{ i可 M81に越新 )I~ の発 't'. ;が

通報され， SNI993J と命名されました。 M81は我

々の銀河系のお隣といってよい近くの銀河系て1

SNI993J は 1987年に大7ゼラン町一芸に発生した趨

新星SNI987A を除けば約20年」:りの明るい超新 JIIー

です。

X線天文 f~jrr.r あすか」は未だ調キ， ~lll でしたが，

予定を変 lli して 4 月 5 1:1に X 線望泣鋭を越新 if に

向け ， m新星の方|合 lが明るく X似て"光っているこ

とを見つけました。最初 jの大きな成占II:です。 X 線

の明るさは.可視光の出すエネノレギーの 1/10 にも

i主しました。 rあすか」の観測に中目前後してドイ

ツの X線天文衛星 ROSAT も SN1993J を観測して

います。起j新星の爆発から 10 日も続たない内にこ

のように X似を観測したのは初めてのことです。

SNI993Jの X 線は超新星爆発 l白前に星から放 tB

されたガスと爆発で飛び散った浪いガスと衝突し

てできた高品ガスから発'.I'.していると考えられま

す。 rあすか」の問い質のデータは超新星に至る

尽の進化にi't:il!な証拠を与えています。

「ぎんが」も打ち上げ直後に超新星SNl987Aが

爆発しましたが.今回も「あすか」の誕'十を天界

が祝補してくれているようです。

PI・ l ー.紀伊恒，n

脅飛天.天界に還る

4 月 10 日I'.H起 LI i;;;I:丸宅には作々と鯨〈立待の

月 r 多くの武1'1ども竹取の翁の館を取り巻きて J

を思わせる騒ぎが J': 'ri ifilf 正門で起きた。時ならぬ

多くの来訪者のため.人精力一ドが JE りなくなっ

てしまったのである。日付を間違えた某重要人物

(深夜放送の録画予約でよく日曜日をまちがえてし

まうアレです) 1 名を除き r ひてん」の最後を比

届けようとする人々で満貝の深字'山ー管制室では.

23 時45 分名残りの運用が|制始された。クイック-

Jレッ 7 の l剖 1~1 上には光学航法装置 (ONS) カメラ

による月 l耐の画像が真 IJ 11 とその姿を大きくしなが

ら写し山されていく。 11 日午前 3 時 3 分 9 秒 r 日

陰突入 I j の声とともに太陽電池山力を不すカ

プがス -"I と下がリ始める。予測 i泊り「ひてん J

が J1 の欠けた部分に入ったことが判る。と思うま

もなく自然発生的に 77 イナル・カウントダウン。

r......3 , 2 , l. OJ となったところで，ひて

ん」からの'疋波がプ'1/と切れる。 iii-F 時五 11.'li IV<:

5 年 4}-]11 日 3 時 3 分24.5 秒.予ilI 'l とわずか 0.4 秒

の差であった。あまりにあっけない幕切れと込み

上げる感慨に皆しばらく無言。黙祷すべきか.歓

声を上げるべきか一瞬の i童巡の後.満場の拍手。

落下占は 1主主主 55.3 皮.南緯 34.0J 支.兎の耳の先端

よりやや南にあるステヴィヌス・クレーター付近

と推定され，将来 'j ・宙研ロビーに展示するため識

かが拾いに行くその H までそこに千百まることとな

った。運用終了後 B機 3 階では， 自主で寝過した

某教授 l 名を除き，銘 j白 r~ 天の舞 J・「月 JLj で

飛天の天界への帰還を祝う祝宴が開かれ， T氏に

よる「・・ 天つ御 ZE のIII に紛れて失せにけり」で

終わる d岳山「羽衣 J を持聴して，俊明けを迎えた。

(上杉 JI\ 慾)

*宇宙研ミニギャラリー大好評"

白・宇宙研にも文化の j艮を r と職員有;よ、が実行

委只会を結成して企画した「字 Hi 研ミニギャラリ

ー」が 3 月 9 1:1ωから 12 日ωの 4 日間，本館 2 階

ロビーを会場に聞かれました。宇宙研に働き学ぶ

人に参加を呼びかけ.出品者 40 1" 作品数 88 点.

(但し.石.折り紙は 1 点とカウント)にのぼる

作品が寄せられました。写 a. 絵fH n. it} ，生け花

をはじめ， j'I' しイヒ. ノマンチワ -7. ステンンノレ.

陶ま.能面， ;(jの工芸など，大は木工の家具から

小は折り紙アートまで，中には rM 研究室の屑か

こ.j や「バウンドケーキ」なと'ユニー 7 な作品も

あって.その多彩さに驚かされました。

「すべてに感動/索時らしい趣味人に乾杯 j (ア

ンケートより) (周束三和 n

F
h
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[特別記事]
SAF-I 報告

秋葉錬二郎

抜けるような青空のもと，来Ii緑の街路樹が岐し

いローマで第一回SAFが開かれた。 SAFは SAFI

SY(SpaceAgencyForumonISY) の成功を各

国が評価し，その継続を望んで結成されたもので

ある。今回は 26 メンバ機関と幾つかのオブザーパ

機関が参加した。日本からは.宇'出石 if ，事業団，

科技庁のほか.特別に宇宙委員の野村先生が出席.

参加国中最大の代表団であった。インドの欠席と.

ウクライナの出席は無言のな思表示ともとれる。

議長はイタリアずー街機関のウ jレパニ上，院議貝と

ポンジョノレノが交互につとめた。

第一日目は， SA 円SY 活動の総括と， 1 月に開

かれた椴備会出席It lからの SAF についての WI 待が

述べられた。各悶とも， SAFISY の成果を高〈評

価し機関間協力の!Il:要性を強調した。

伎は，フォロ・ロ"7'-/の近くの干 iT い教会で H~

された.パイプオノレカンのコンサートに抑待され

た。雰凶気ともども音楽そのものは，なかなか紡

織であったが， さすが夜ともなると，暖房のない

教会はその用意のない聴衆にはやや薄ら寒し終

には演奏者がアンコールの拍手に応え，出たり入

ったりする儀礼的慣習まで恨めしく思われた。

第二日目がいわば本諭で.活動要綱が議論され

た。準備会以前からな見交換がなされていたので，

あまり.問題は無いのではないかと思っていたが.

それでも 2 時間近く議論が続いた。一つは，従来

からも指摘され，反対立見もあって敢えて普かれ

なかった，活動目的の具体的明確化である。提案

は.単に悶際協力の強化でなく独創的，日互いは 1~

用対効果に優れた宇宙計画の推進などとしてはと

いうものであった。字'Ii， i計画 jの笑施は各国織関が

責任を持っており， SAF はこのような指導性をも

つべきではないというのが大方の意見であったの

で全〈無視に近い扱いでも済んだのかもしれない

~6

が，そこは凶際 1，11， 1係に長けている欧米諸凶だけあ

り.独創的かつ費用効呆に優れた|玉|際協力の強化

という妥協案で村抜きにしてしまったのは見事で

あった。

もう一つは.各国持ち凪りて 1 開催国が議長並

びに事務局をつとめるとし汁!点楽にたいして，こ

れでは述続性の保証がないというもっともな指摘

である。 SAFISY も段初の了解は原案であったよ

うだが，半務局はともかく議長はフランスのキュ

リアン大臣が -K してつとめた。被初は議長を i壬

Jlj l市II にしてはという t草案であったが，これも妥協

案として，開催国は次の開催岡における SAF の議

長とそれのための事務局を引き受けるという君主で

合意した。これもなかなか巧みな裁きといえるロ

また i丙動要綱の 'I] でlAce などの役割にも配慮

するという記述が加えられた。

次の重要議案はフォーカス・グループの設立 E で，

3 つの設訟提案があった。すべて.設置が決まっ

たが，日本は科校庁提案が SAF 出血貨を提案した。

宇宙研も含め日本が積極参加を表明したのは NA

SA 徒事長の 'j-: 宙開;il主教育iIli動である。が J川教授の

春雨を控えにとった質成 j斑説が会|工|代表の賞賛を

'受けた'I';を付言己しておこう。

次回はカナダで来年 11 月‘ 14 来年はアルゼンチ

ンとのこと。次回は議題として. Missionfrom

Planel Earth を取り 1-，げてはという従事長があっ

た。

今回.どこの手違いかは敢えて追及しないが，

結果としてホテルの予約が目茶苦茶で， 4i(1 ヰ'3

つのホテルを渡り歩〈羽目になった。日本代表問

の夕食会では。気の毒がる人もいたが，いろいろ

なホテノレを短期間に効率良〈経験できたことを羨

ましがられもした。

-¥
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宇宙文明は見つかるか

一超微小宇宙学校1Y.i1野辺分校開講願末記一

平林

111→年の，;':I山・研公 IJfJ 1:1の「ミニミニヰ "Ikγ 校J ・ 2

人ずつ剥lの講師の~~終凶は長谷川先生と .fl.。した

がって.本ンリーズもこれが紋終l司。ぷ人さんに

かみくだくように丁寧に仁子にお l訴しするのが印

象的な長谷川先生。おお 'j""山i~)fには訊のうまい

人が多いではないか。

rNASAの宇Hi 文明探しで'j': 'd i 人が礼つかると

思いますか，J r まったくわかりませんが，どっち

に|附けるかと言われたら.見つからないんにIi何け

ますね叫「それじゃあ.まったくの無駄ですね。」

「まったくわからないわけですから.これだけや

って見つからなかったというのは.竜太な情報で

すね。それと. NASAでは字'山文明係しとは言わ

ずにマイクロ波サーへイ ell千んでいて. Jム〈屯J止

反文のデータとしても使えると肖っています。で

も.やっぱり~( iむ.は S ビ'1' 1 にあリます iJoJ

「探しに行( hがてっとリ早いではないて'すかり

「恒星 lUI 飛行と， ，うのは一般に込l うほど On 巾では

ありません。パイオニア・ボイジャー主みでは.

jli:くのltJまで|一万年のタイムスケー Jレがかかりま

す。数千光年までの距離fごと，一億年のスケール

です。今の ill九千怖の技術力でも.4見尖 (I(J では

あリませんね。u r ワープしでもダメてーすか。u r あ

れは.tji なるお話として考えたらどうでしょう。」

rUFOってほんとて'すか。u (そらきた)

rUFO というのは.ZE を飛んでいるものでなんだ

かわからないものっていう意味でしょう。|浪られ

た時間しかみえなかったら.なんだか説明できな

いものがあって当然、ですよね。だか句 U ドOはあっ

て当然。あなたの質問は.それが巽早人の来り物

かというなl味でしょう oj r ええ J rそういうあなた

はどう思います? J r うーん J rそうそ 7. 何年か

，iljに.ソ i主に円絡が降り立ったというニューえが

訴しれたことがありますね。ちょうどそのころ， ソ

illから地球外文明に興味をもっ屯波天文学者のカ

ノレダシェフさんが米ていました。ソ i主に降りたと

いう UFOについてどう思うか.と記-lj'に聞かれた

久

カ Jレダンエフさんは，にっこり笑って-3. 「均年

fごと.'J.1，1.、ます j って百ったんです。在、む(にっこ

リ笑って)嘘だと込.I.\.- 、ます'd

小 ill校長先生.質問者の気を外らさず. r(にこ

にこと) IJ，-.そっですか，店、はほんとうかとも

思いますが…'.1

すかさず. -9'J日のおじさんが党首する。 rU ドO

の 'j・宙人のt正拠があります。.f1‘のこの論文を Zえん

で下さ... 'OJ r いや.結附です(と.-tH札 't lLない W.1

rI升長さんにもあげて I" さ L 、。(と I白一訴で迫る

おじさん )J ヘ、や一。あはは.所長はなかなかお

忙しいもんですから…・.J (と.あくまでも人十持

者の校長先生が助け船を IH す。)

あれやこれやのやりとリがあって. ミニミニ1 ・

Hi予校の鮮が閉じた。議問らしい成*ーの;甲lに I;):ill:

Ii\)になじまれていない宇 Hi ~Jf としては.いい企 Irtlj

であった。小山先 'I' ，は校長先生 i生がぴったりだっ

た。包， Jlg ml の皆さんも.雌リ上げにがんばってい

f二。

いつのrJか.ほんとうのミニ， j:'rii 大 '':-1 ーをつくっ

たらどうだろう。そんなときは小山校長先'fえは余

人をもって倖えがたい。多摩Ii・ド止の小山川似 f; あ

たりにすれば，宇宙研 L jfr くてし叫、。 J受注料支払

にが欠 < t'l:" t:· 大学院生を.高給て~ III 品削 l に m( 。手 L

も T'd i~Jf をやめたら.馳せ参じて願ってもらおう。

j止くには秋集神社がある。所長が作 II となって見 ':j

るのだから成功まちがいなしだ。

ある時秋葉所長に，秋葉争 II 祉の本社の pjf it ーを訊

ねたことがある。 r あれは wカ'II ]I岡県の IIJ の中の

はずですよ。火の事 II ということになっていたんで

すがねえ.火事で焼けてしまってから j;l' 判議とし

たんですな叫と，ひとごとのようにニ y コリ。

(うん，やっぱり秋葉所長はロケ y トの神様の末

商だ)しかし. ミニ宇宙大 γーは「火の ιド」かなと，

一抹の不 'Ii: がわきおこる .f l. 。

(ひらばやし・ひさし)
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スペースVLBI とゴキブリ

小林秀行

闘で頑張りました。 MUSES-B衛星全体の逃妙は

半林さんが報告し. 2 月に行った防造試験モデノレ

の振動・術:骸試験の保子をビデオで紹介，いくつ

かの屯{II ダミーがあるとはいえ術星主情休をはじ

めとして太陽電池ノマドルなと'術単が本当に安を J)l.

L. 1:1本のよ十阿は着々と進んでいるという印象を

与えました。それに比べてロシアの Radioastron

d十阿の}"jは.子 nや建設体制 lが不安定で 11 ち J~. げ

も 1995 年以降なるべく V ぃ時 JUI と，かなり不確定

でずいぶん背労している様 f 。衛早速刷では.村

凶さんが大r.r i¥ 起て 1 いつもの会議てすま円本 1則の街

起がどっきりでるのに.今 lui はアメリカ IIII! にどっ

さりと術題がでて久しぶリに泌飲を下げました。

各fJi U について日本 filii の JII 当.(';とアメリカ 11 刊の打 l

当者を隊司、したときは司 日本の人数があまりに少

なく l 人が何役もやっているのには続いていまし

た。それで学習したのか，これからは NASA から

一選に大人数で行くのではなく . 111 当者を時 IHI を

ずらして行くようにするからと言われ . :t i笑させ

られました。

夜は. 2lui もパーティにf白かれて個別に倣，i員。

アメリカの二払い研究 ¥iは.プロジェクトにいると

1'1 分の研'先時間がとれないので凶ると，我々と同

じ Ii並みを抱えていたり， ロンアからプエノレトリコ

に長JYI i'~i'(J二している研究おーは. モスクワにはいな

いゴキブリが多く閉口する i活から始まって各悶ゴ

キブリの大きさ・色. illif ，法のゴキブリ j主義が始

まり. 1:1本のゴキブリ問子に感心されたりで.何

度む会ううちに不思議な述常!惑が世界中の担当者

のtBJ で生まれています。

とにかく各国の研究者は.国内のいろいろな問

題を他えながらスペース V LBI 観測を成功させ.

It<:栄を H~ すために村ーが努力しており 1街gを打

ち上げる日本はますます元 fi .;長らなけれは酬との思い

でJ-， r} I五|しました。(こばやし・ひでゆき)

1993 年 3 月 l 日から 5 日にかけて. NASA-JPL

でスペ スVLBl ワーキングウイ 7 と私、して，

アメリカはじめ H 本・ロンア・オ ストラリア・

カナダ・スウェーデン・ドイツなどから IJJ 席して

スペース VLBI に附する拘当者会議が聞かれまし

た。スペース V LBl とは，電波望遠鏡衛尽を上げ

J也」ーの屯波望遠鏡と VLBI という手法をJfiいて天

体からの電波を F渉させて等価的に地球直径より

大きな電波望遠鏡の~tm分解能を達成しようとい

うものです。衛星ー衛)，\に周波数伝送し観測さ

れた大容吊ーデータを取{与するトラ y キング局・同

時に観測する地上屯波明遠鏡・磁気テープに記録

されたデータをキIII射させる中日開局と世界各凶の'杭

彼な協力のもとにi1tめられます。スペース V LBI

飴Li llll を円滑に行うために，このような会議が年に

1- 2 回開かれています。

今回は国立天文台野辺山から森本・ }·I'上・川 II

の 3 氏.宇宙研から平林・村1:l1 ・小林が参加しま

した。パサデナにはもう臼分でも数えられな L 、〈・

らいに来ていますが.今回はやたらにホームレス

の人たちが日につき.アメリカの不況の深刻さを

感じました。大統領を変えたぐらいでなんとかな

るのだろうかと心配するいっぽうで. @(I先の安

モーテノレは. I'I高で -i(15 千円とはいえ充分な広

さで日本のビジネスホテノレとは '£.:i尼の差があった

り. 日本レストランで 3 人前の!iI"，点りを彬lんだら

大の大人 5 人でも食べきれなかったりと，やはり

12かな固なのだと忠わされたりしました。

会議は， 1:括起の進妙や国際的な鋭illll体制・スケ

ジュ リングなどの大きな問題から実際の衛民連

JTJのデ タ{ム送 }i法と言った実際的な訴まで多岐

に占えんだ。また，周波数リンクについては各悶の

リンク局のレビューが聞かれ，そんな大きな会議

とは匁l らずに来た川円さんは.放tJJは慌てたがす

ぐに|井l き l白り，いくつかの会議がJHi して聞かれ

たので日本側からは l 人で出席し，まさに孤!j£脊
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が品Itみこまれているとしたらこの所であろう。 φ

x174のその部分は 121 語. 91認であった。これは

IIxII 、 7x13でぶ数の績である。業数のh'!は l

次元信号予IJ をテレビのょっに 2 次 7C信号に直すと

き何行何列にするかがーJをに決まるのて二以前か

ら阿像伝達用に従楽されていた字数である。図を

つくってみた(左 F凶L 何か意味のある 1耐l像とい

える t! ろうヵ、

ウイルス DNAが無 'Iトに lr.r:司飛行できるかどヲか

心配になるが、これは時過の天体物E担学の問題で

ある。紫外線対策にはカプセノレを別意する。紫外

線を lUi ぐには DNA 白身が一得効栄がある。結局 D

NA のお|討 F をつくって外相IJ の犠判によって 'I'心

部のυ N i\ を寸・るのである。!，~j~fl(J には制1I 1J包にファ

ージウイノレスを別捕させ. I存 l担寸前までウイノレス

が.1('1 えた状態にする。そつすると制胞大のカプセ

ノレができあがる。

i数料イを必皇外にパラまくのも.大然のメカニ

ズムがあるのではないだろうか。 I也f主にチリの降

ってくる t活はよくあるが.逆に地球から微車、:i. f'が

脱出することだってあるはずだ。太陽の放射!玉を

f>1!うのである。

こう考えてくると生命起似論のパンスペノレミア

説にも関連がついてきて.新たな展望が聞ける。

一芥林大学一 償L己広一光

曲A TGG MC MC Iω CTA AM ACC Me CTG TCG

CTA CTl CCC MG MG CIG TTC AGA AIC AGA ATG

AGC CGC MC 1lC GeG ATG AM ATG CTC ACA AIG

ACA MI CTG TCC ACG GAG TGC fTA ATC CM CIT

ACC MG CTG 同I TAC GAC GCG ACG CCG TTC MC

CAG AlA m MG CAe MC eGA AM AGA 砧G ATG

AGA TlG AGG CTG GGA MA GTl ACT GIA ecc GAC

HI l1G GCG GCG CM CC1 GTG ACG ACA MT CTG

CIC AM III AIG CGC GCT TCG ATA AM ATG AT!

GGC GTA ICC MC CTG CAG AGT TIT ATC eCT TCC

ATG ACG CAG MG l1A ACA en ICG GAT Ali ICT

宇宙文明からの生物手紙

宇宙生命 (7)

どこかの呉 ill に {-HI する高度文明とわれわれ I也

hI<止: I~ J とが交 fけすることをめざす仕:れがある。 S

I~T[ とよばれる新興の学問分野であり，屯 il主 k文

"'j:ず fが中心になって行 I， j並されている。

しかし電波天文 'γ だけが大きな IMi をしている

のでは.せっかくの~ I 大なテ ?のふくらみが欠

けるように思える。'，[波交{言以外の交 {λ 手段だつ

であるはずである。そして別な交伝子段の Ijfl 羽は.

~IJ な一連の研究謀泌を産み出してくれるだろ 7 。

Wit己・大島は生物 T紙という考えを徒系した。ウ

イルスの DNA 配列にノ y セージを組みこんで.向

己惚製する千紙にしようという健案である。j'/， f干

の文明がノソセージを組みこんだ 1数料了を Ii らま

く。その微付利ま )IUi \J飛行して‘たとえば地球に

ノ行 lit する。そしてそこで自己地地して Iii: がリ.水

<1+イ i令しつづける。とすれば.今すでに地球にも

,J .~セージが届いている可能性がある。

1¥'1(b己・大 J; ，lj はその i数事 \'(子の候補として ψx 174 と

いうファージウイノレスの DNA 配列を見直してみた。

世X 174 は異常に小引のウイルスで'J，リ.その illf .i、

II 百号の字数は 5386{[·1 である(人間の DNA は 30f ，苦悩)。

しかもその配列は巧妙に設計されていて. I日lーの

門CJIJ をずりして読みとって 2 つのアミノ般を指令

する重復泣伝子部分がある。この部分にも写ミス

がおきると 2 m.の欠陥をもった異常児の子 f，f，がで

きるので生き残れず家系が絶える。つまりこの部

分の情報はきわめて安定なのである。メッセージ

-， j‘，~(戸、\

\、 d 号訴宙

-9



推進薬と私

今福重高

f\~ での骨~5~ 可町、、教，JII でした

1I{{千1144年 fl<. ，:'百本列'九'主を UH之とする r N,\SA

悦24ツアー」に参加IL. ワロゾ 7 7..!;，\で ~l 宜伸 l体

燃料のスカウトの'J.(物に触れた後. -hiij色サイオ

コール社エルクトン.ワサ γ チ l由i l·}，;.'j に白;;苛，)

|段モータと大Y111 ブースタの 'I'}i'i現場を見'γ:L.

i庄.[1(の紙験とソフトの去を 'J主!必すると In) 1I与に代々

のレベルについて yxf\\.伎の1'1 f,j(, j~f てねi同しまし

た IIM1I47 ir. サイオコール社 J 、ンツピル TJL; で

のキャスタ一日 lてl't~.1制作時には.Itに I，bjrEIl の減
少を実感しました。

手l.. j生の L) 品周辺は 11(1 制40 年凶かり急速に屯 I也 iヒ

が進み.保安岡 a再Itの雌{足にイムーを 'I した為. II({ 利 l

5:3 年. II 本 illl 脈・止 t I~~~ r'} J，! jへの 111 ， j並来事 4泣砂転が

1)わi.lました。店、む).~ I;守安 w と )1，に 4~、 1リJ しました

が l 年後. JJU易から離れる事となリました。

顧みますと.問題処珂!能力の乏しい~rr.が，iij j主

の不J{.{}・宇佐或いは移転問題に遭遇した h. つ

L\'判 Ii plfの先'Ujへご迷惑を及ぼす1I:!花となリ.

先生 )jの ilt ill な時 /iil を. fJ~次 Jじの|問題のぬに{手ヲ

'I~のみ多かリきと今になって後悔して }I';' リます。

-)j. II{{ 干1145 年には「おおすみ」成功の感激を l味

わえた 'Ii ， 10 年/i ii に川健の J也で人ソト .ti) 5 訂 jl判の批

iffi 薬を製造し得た 'I~ は. it 豆[な経験で司私の無上

の 1与びです。総て秋~先牛を!lf;めとするす:Fh"科学

研究所の符様万の懇切な御高導の賜物です。心か

らの御礼と御詫びを 111 I::げる次第です。

(j旦記)店、は職業柄.そして生J'l1!的にも液体燃料

t受付けません。微 Jil: のアルコーノレで心臓が/

y キ/グを起します。凶体燃料主体の f上 }J~ に従

事:H 米た:ドを拝んで肘ります。

(日油技術五業.いまふく・しげたか)

店、と， j':'Ii i 由J1..'~ 研究所とのこ 1まは約 :lOi jC， iij かりて二

以初の tri は点火If)や切断 III 火[.H Iのぷ f1 や実験手

での/i iI 般的なお fofL; いでしたが· 11(1 制J4L 斗人推 ill

粂製造 111 勺となって以降の約 10 年間は.秋葉先 'j'.

を始めとする一下 'T 系・ロケァト HE c7)1キ憾に人ー変ニ

J主 fさをかける({ {I ーではなかったかと思います。

"， 11 引ム漁業聞は jの μ744 から· 1 川ゾ I' IiのlI .'iJYI

で. :J... 1 ， -4 日ー 4 りー織の叩 j~ IiIl.'f! ~1 でした

-1'1.:j:それまで社 l人1 (勺 H年. '~'，' IEI 火 l 品製造.後

の II 本 illi 11¥1.III 嵯 rt持 て維j!/i:来初‘片付を 竹輪

以」とゃうかみ半分で Jftかしていました コンホ

ジゾ H惟j且挺と竹輪ベJ カ 7ポコの j七Jill .l.ll. を挙けて

みましょフ 数fHriの吟味された Jfsl:料を dtぜfT

せ. fit /;，干し、 I恒十litのへース卜とし，心、怜の I，';) I) や似

の|に. f'，'H し、 Jf~ と待;·Jf.t で附 :{i させ.山ILLに II単 L.

A可分 f を 11111め.後処fll\を地して· :H 米J.. りです

lど期 i記 (f が :u米るエネルギー源で.必要企 l時には

附 lji. に 1(( ちに i主に立ちます。 N~h、刊誌応え・ 4単刊:

L 必 ~nの咲{牛です。

しかしれl 当して見ると f'j' 々の維物であるニとを

思い知らされました。‘比ボ性能のレベノレがrf:"j ....、の

は当然ですが司それりと製造性は制 II比する 'I'; 多く，

トレ ド・オフが必~でした。更なる!日i制点はイ、

E·介と 'Ii般の発生でした。多将多係のモードのイ;

共イ?がイ1 りました。燃焼才制札機械的性伎の~JI.絡

外れの1也.31泡・ヒビ苛Fの内部欠陥から. Im T.・

取扱上のミスによるむの等です。 l材組 ， i'l S-310の

内部欠陥と Ilj.製造のゐのイ、休の作業とか.大別ロ

ケッ|般消百1\の修正の Y...， モーター内庁1\での切内II

作業等は忘れ雌ぃ)~f，1i:. WI) です。

事故もや'11"\か起しました。推進築)JfI T.速度沖1大

実験中の発火(この時.目白 ".4 -5m の 'Itt線が瞬

時に燃断)， fX間硬化中の自然発火.円安化~J粉伴J~
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